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紋
山
神
社
春
事
例
夫
祭

晴
天
の
中

盛
人
に
開
催
〃

萩

の
郷

の
春

は
、
「
春
祭
り
」
と

「
桜
の
開
花
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

二
月
二
十
三
日
と
二
十
四
日
、
南

信
州
の
ト

ッ
プ
を
切

っ
て
、
春
季
例

大
祭
が
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の

氏
子
観
客
の
拍
手
の
中
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

五
穀
豊
穣

・
無
病
息
災

・
地
域
の

安
全
を
願
い
、
獅
子
曳
き
三
兄
弟
の

松
王

・
梅
王

・
桜
丸
に
先
導
さ
れ
て

「
獅
子
舞
」
が
勇
壮

に
、

ま
た
神
社

拝
殿
で
は
、
舞
姫
六
名
に
よ
る

「
浦

安
の
舞
」
が
厳
粛
に
披
露

・
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

元
号
平
成
か
ら
令
和
に

平
成
二
十

一
年
四
月
二
十
日
、
天

皇
陛
下

の
退
位

に
よ
り

「
平
成
」
は

終
了
。
五
月

一
日
に
新
天
皇
陛
下
が

即
位
さ
れ
、
元
号
が

「
令
和
」
に
改

元
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
元
号
の
出
典
は
、
万
葉
集

の

「
梅
花
の
歌
三
十
二
首
」
か
ら
で
、

「
春

の
お
と
ず
れ
を
告
げ
咲
き
誇
る

梅
の
よ
う
に
、　
一
人

一
人
の
日
本
人

が
大
き
く
花
開
く
よ
う
に
」
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
萩
の
郷
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

希
望
が
明
る
く
叶
え
ら
れ
る
良
き
年

に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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は
大
変
お
世
話
に
な
り
何
と

か
引
継
ぐ
こ
と
が
で
き
、
誠

今
年
の
二
月
、
下
市
田
区
三
役
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
】

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

新
三
役
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
た
。
昨
年
は
高
齢
化
社
会
を

し
て
、
活
用
が
図
ら
れ
る

と
と
思
い
ま
す
。

地
域
開
発
に
つ
き
ま
し
て

、
下
市
田
工
業
団
地
を
走

農
免
道
路
の
先
線
及
び
道

の
両
側
の
産
業
用
用
地
も
、

権
者
と
の
了
解
が
進
む
中

良

・
開
発
工
事
が
行
わ
れ

す
。
リ
エ
ア
中
央
新
幹
線

見
越
し
て
の
南
信
農
業
試

験
場
と
市
田
柿
工
房
を
活
用

し
た
角
田
原
の
開
発
計
画
が

現
在
検
討
中
で
す
。

そ
の
他
に
も
多
様
な
案
件

が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
区

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
先
輩
諸
氏
の
築
い

て
き
た
下
市
田
区
の

一
助
に

な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
の
役
員
改
選
に
よ

り
、
非
才
な
身
で
あ
り
な
が

ら
も
副
区
長
の
大
役
を
担
う

事
と
な
り
ま
し
た
。
前
役
の

区
会
計
任
期
中
は
、
皆
様
に

反
映
し
た
区
民
会
館
の
模
様

替
え
工
事
が
あ
り
、　
一
階
和

室
床
の
板
張
り
と
ト
イ
レ
の

洋
式
化
工
事
で
通
常
よ
り
事

業
費
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

無
事
完
了
し
皆
様
に
喜
ん
で

頂
け
た
事
は
良
か

っ
た
と
思

い
ま
す
。

下
市
田
区
は
町
内
で
最
も

世
帯
数
が
多
く
、
町
の
中
心

施
設
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

リ

ニ
ア
開

通
が
八
年
後

に

迫

っ
た
事
も
あ
り
、
関
連
し

た
公
共
事
業
は
活
発
で
す
。

自
治
会
未
加
入
世
帯
や
高
齢

世
帯
は
増
加
傾
向
で
、
各
自

治
会
や
区
の
運
営
に
関
し
課

題
は
山
積
み
で
す
が
、
皆
で

よ
く
話
し
合
い
、
協
力
し
合

っ

博

て
、
歴
史
も
あ
る
こ
の
地
域

正

を
、
よ
り
安
全

・
安
心
で
住

細
み
易
く
魅
力
あ
る
区
に
し
て

夕
　
い
き
た

い
も

の
で
す
。

鴎
　
　
こ
の
度
任
命
さ
れ
ま
し
た

副

副
区
長
の
任
務
と
し
て
は
、

区
長
の
補
佐
と
し
て
の
庶
務

全
般

・
区
民
会
館
の
受
付
や

管
理

・
区
有
地
や
財
産
の
管

理
等
多
岐
に
わ
た

っ
て
お
り

私
も
頑
張
ら
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
の
下
市
田
区
役
員

改
選
に
よ
り
、
図
ら
ず
も
会

計
の
大
役
を
担
う
事
に
な
り

ま
し
た
。
何
分
に
も
会
計
業

務
は
不
慣
れ
で
未
熟
者
で
あ

り
、
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い

の
か
と
考
え
る
こ
と
ば
か
り

前
区
長

杉

田

洋

一

こ
の
度
の
下
市
田
区
役
員

の
改
選
に
よ
り
区
長
を
退
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度
よ
り
区
の

会
計
を
預
か
り
副
区
長
そ
し

て
区
長
と
六
年
間
区
の
運
営

に
携
わ

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
大
過
な
く
職
務
を

全
う
す
る
事
が
出
来
た
の
も

で
す
。
昨
年
度
、
代
議
員
会

で
区
の
会
計
報
告
を
聞
い
て

膨
大
な
処
理
量
と
金
額
の
大

き
さ
に
た
だ
驚
い
て
い
ま
し

た
。
私
に
務
ま
る
の
か
と
不

安
で

一
杯
で
す
が
、
お
受
け

し
た
以
上
は
誠
意
を
持

っ
て

頑
張

っ
て
参
り
ま
す
。

さ
て
就
任
か
ら

一
ヶ
月
半

が
過
ぎ
ま
し
た
。
先
輩
か
ら

の
引
き
継
ぎ
書
と
助
言
を
頼

り
に
、
何
と
か
四
月
分
の
会

計
報
告
を
唐
沢
会
計
事
務
所

さ
ん
に
提
出
、
確
認
し
て
頂

き
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
だ
ま
だ
先
は
長
く

気
を
引
き
締
め
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

区
の
会
計
は
大
き
な
財
政

を
扱
い
ま
す
。
有
効
且

つ
厳

正
に
、
区
民
の
皆
様
の
役
に

立

つ
よ
う
な
予
算
を
執
行
し

て
参
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
二
年
間
、
区
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
会

計
業
務
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
私
事
で
あ
り
ま
す

が
、
二
月
ま
で
公
民
館
下
市

田
支
館
の
支
館
長
と
し
て
皆

様
方
の
ご
支
援
を
頂
き
数
々

の
公
民
館
事
業
が
出
来
ま
し

た
事
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

身
で
す
が
お
引
き
受
け
を
し

ま
し
た
。
引
き
受
け
た
限
り

は
粉
骨
砕
身
、
誠
心
誠
意
職

務
を
全
う
し
た
い
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。
区
民
の
皆
様
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
を
考
え
て
、
区
民

会
館
の
改
修
工
事
を
実
施
し

ま
し
た
。　
一
階
和
室
を
床
張

り

・
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
図

り
会
議
会
食
も
テ
ー
ブ
ル
と

椅
子
で
楽
な
姿
勢
で
行
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
区
民

の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
‐０２
号
で
お

知
ら
せ
し
た
消
防
団
詰
所
が

二
月
末
に
完
成
、
引
き
渡
し

が
行
わ
れ
消
防
活
動
の
拠
点

た の
°
大
も役
と を
も仰
と せ
浅 つ

学 か
非 り
才 ま

た
に′ ア
にゝ 嘔

三 の
役 三
の 月
改 に
選 行
で わ｀
れ
区 ま

の し長 し 区長 古 瀬 栄 一

を ま 改 地 路 る も  こ と

会計 北 沢 文 治

区
民

の
皆
様

始
め
多
く

の

方
々
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の

賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
所
で
御
座
い
ま
す
。
又
、

区
や
支
館

・
分
館

ｏ
そ
の
他

団
体
の
諸
事
業
を
通
し
て
多

く
の
皆
様
と
お
知
り
合
い
に

な
れ
た
事
、
今
後
大
切
に
し

て
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り

ま
す
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
開
通
を
八
年
後
に
見
据
え
、

下
市
田
も
様
々
な
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

下
市
田
河
原
や
市
田
柿
工
房

を
中
心
と
し
た
角
田
原
等
、

今
後
急
ピ

ッ
チ
で
変
わ

っ
て

行
く
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
天
皇
が
即
位
さ

れ
元
号
が

「
令
和
」
に
改
元

さ
れ
新
し
い
時
代
の
幕
開
け

と
成
り
ま
し
た
。
自
治
組
織

の
役
割
は
益
々
大
切
に
成

っ

て
来
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
萩
の
郷
が
、
伝
統
有
る

文
化
に
育
ま
れ
人
と
人
の
つ

な
が
り

「
絆
」
を
大
切
に
し

て
安
心

・
安
全
で
活
力
あ
る

地
域
を
目
指
し
て
発
展
し
て

行
く
事
を
望
み
ま
す
。
今
後

を
担
う
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
て
退

任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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暉
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新
年
鮨Fおこ
就
任
の

1区 唐 澤 清 美  1区 村 澤 一 光  1区 鈴 木 信 孝 副会長2区 市沢元則 会長1区 唐澤恒人

3区 林  直 - 2区 市 岡 義 久

4区 木 村 典 雄

ノヽ
7=
Lヨ

」=
挨

拶

樹

組
織
運
営
に
携
わ

っ
た
経
験

冬

も
知
識
も
な
く
、
区
三
役

・

松

支
館
三
役
、
他
の
代
議
員
の

藤

指
導

・
助
言
を
受
け
、
代
議

区

員
会
と
し
て
は
区
民
の
皆
様

５
　
の
ご
支
援

・
ご
協
力
を
賜
り

代
議
員
紹
介

たい紳
牌
げが変

わ
り
、
心
機

＾
転
、
新
時
代

ヒ
4区 林  清 志 3区 伊 藤 光 明 3区 青 木 恵 裕

唐

澤

恒

人

こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
代

議
員
会
長
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
が
、
私
自
身
は
も
と
よ
り

幸

に
期
待
感
を
持

つ
こ
の
頃
で

直

す
が
何
事
も
な
く
平
穏
な
日
々

生

が
ず

っ
と
続
く
こ
と
を
願
い

壬

ま
す
。
私
達
の
暮
ら
す
こ
の

区

地
域
に
於
い
て
も
、
リ
ニ
ア

５

新
幹
線
開
通
に
向
け
て
工
事

倫

が
本
格
化
す
る
な
ど
、
良
き

正
　
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
環
境

原

変
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
様
々

榊

な
状
況
変
化
に
対
応
し
な
が

区

ら
、
区
民
の
皆
様
が
住
み
良

６
　
い
と
思
う
下
市
田
区
を
目
指

之

し
て
、
各
自
治
会
と
下
市
田

博

区
の
強
い
パ
イ
プ
役
を
担
い
、

島

区
が
よ
り
発
展
し
ま
す
よ
う

大

代
議
員

一
同
全
力
で
取
り
組

区

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒

６
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
も
二
月
二
十
三
日

ｏ

二
十
四
日
に
萩
山
神
社
の
春

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

頑
張

っ
て
く
れ
た
子
ど
も

達
を
紹
介
し
ま
す
。

獅
子
え
き

の
皆

さ
ん

桜
丸

久
保
田

陽

斗

く
ん

六
年
生

（５
区
）

松

王

鈴

木

陽

向

く
ん

六
年
生

（３
区
）

梅

王

細

田

　

怜

く
ん

五
年
生

（６
区
）

小

林

愛

歩

さ
ん

（１
区
）

倉

澤

美
保
子

さ
ん

（２
区
）

杉

田

こ
の
は

さ
ん

（３
区
）

め

　

　

い

宮

嶋

芽

依

さ
ん

（４
区
）

浦
姜

の
升
姫

の
皆
さ
ん

ま

な

ほ

大

島

花

梨

さ
ん

（５
区
）

葵

さ
ん

（６
区
）

松

下

咲さ か

り

ん

い 嘔

ヽ
一ヽ
｝
い　
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二
月
九
日
、
下
市
田
区
民
会

館
に
て
、
地
元
出
身
町
議
会
議

員
と
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
三

浦
喜
久
夫
議
員
、
湯
沢
健
彦
議

員
、
北
沢
幸
保
議
員
、
林
ま
ゆ

み
議
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

各
議
員
に
は
事
前
に
、
①
今
ま

で
の
活
動
報
告
と
議
員
と
し
て

の
感
想
？

②
町
政
に
対
し
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
事
項
、
任

期
内
に
や
り
遂
げ
た
い
事
？

③
壬
生
町
長
の
町
政
に
つ
い
て

は
？

の
三
点
を
質
問
事
項
と

し
て
お
願
い
し
、
回
答
を
発
表

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
三
浦
議

員
】

①
昨
年
九
月
議
会
改
革
推
進
特

別
委
員
。
千
早
原

・
正
木
地
区

の
今
後
、
角
田
原
を
六
次
産
業

の
拠
点
、
国
道

一
五
三
号
線
の

武
陵
地
信
号
機
設
置
等
の

一
般

質
問
を
し
た
。

②
下
市
田
河
原
農
免
道
路
の
産

業
用
地
化
と
農
地
の
維
持
。
角

田
原

一
帯
や
市
田
柿
工
房
と
南

信
農
業
試
験
場
の
大
型
施
設
と

連
携
し
道
の
駅
建
設
の
提
案
。

旧
飯
田
工
業
高
校
跡
に
南
大
島

川
か
ら
の
進
入
路
の
橋

建
設
計
画
の
動
向
を
見

守
る
。

③
町
長
と
し
て
の
公
約

を
着
実
に
遂
行
し
ス
ピ

ー
ド
感
も
あ
る
。
新
規

事
業
に
つ
い
て
の
チ

ェ

ッ
ク
を
行
う
。

【
湯
沢
議

員
】

①
宅
地
内
に
埋
設
さ
れ

た

一
貫
水
路
の
存
在
、

消
防
団
員
担
い
手
不
足

に
よ
る
将
来
像
、
い
じ

め
及
び
不
登
校
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
一
般
質
問
し
た
。

町
民
の
代
表
と
し
て
議

員
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
改
め

て
考
え
て
い
き
た
い
。

②
政
治
倫
理
条
例
の
見
直
し
、

免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
、
自

治
会
未
加
入
世
帯
に
つ
い
て
。

幅
広
い
年
齢
層
、
多
様
の
業
種

か
ら
の
町
会
議
員
の
構
成
。

③
し
あ
わ
せ
タ
ウ
ン
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

と
し
て
、
七

つ
の
プ
ラ
ン
公
約

と
し
て
い
る
が
、
着
実
に
実
効

し
て
い
て
評
価
す
べ
き
。
具
体

的
将
来
像
化
さ
れ
て
い
な
い
も

の
も
あ
り
今
後
に
期
待
す
る
。

【
北

沢
議
員
】

①
契
約
書
の
不
備
を
指
摘
。
全

契
約
書
の
印
紙
添
付
を
点
検
し

添
付
を
徹
底
。
条
例

・
規
定
等

の
制
定
や
改
廃
時
に
は

「
例
規

審
査
委
員
会
」
で
審
議
す
る
。

②
下
市
田
の
数
々
の
事
業
に
、

住
民
や
地
域
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
。
町
道
七
二
九
〇
号
線
両

側
産
業
用
地
の
開
発
。
社
会
保

障
が
削
減
さ
れ
て
い
る
。
医
療

・

介
護

・
子
育
て

・
教
育
で
困
難

を
抱
え
て
い
る
人
に
寄
り
添
う

高
森
町
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

③
個
別
施
設
計
画
の
も
と

「
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
」
事
業
推
進
。
地
域
の
課

題
を
自
治
組
織
と
協
議
す
る
。

法
律
や
条
例

・
規
程
な
ど
に
対

す
る
法
令
遵
守
を
徹
底
し
て
頂

き
た
い
。

【
林
　
議

員
】

①
議
会
改
革
特
別
委
員
会
が
立

ち
上
が
り
、
議
会
対
応
の
明
文

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
総
務
民
生
委
員
会
に
て
公
共

交
通
に
関
し
て
の
改
善
。　
一
般

質
問
で
は
種
子
法
廃
止
や
、
角

田
原
の
開
発
に
伴
う
排
水
整
備

に
関
し
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
の
た
め

に
地
元
優
良
企
業
を
増
や
す
。

女
性
グ
ル
ー
プ
と
懇
談
の
機
会

を
設
け
る
。
地
域
で
の
子
供
を

育
む
。
地
産
地
消
の
食
材
で
給

食
を
継
続
す
る
。

③
南
北
小
学
校
の
教
室

へ
の
エ

ア
コ
ン
整
備
の
計
画
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
関
す
る
課
題
や
福
祉
バ

ス
・
公
共
交
通
の
課
題
等
の
町

民
生
活
が
安
心
で
き
る
企
画
の

実
行
。

《
質

疑

応

答

ｏ
要

望

》

Ｑ
　
町
の
人
材
育
成
で
、
若
者

が
長
く
勤
め
ら
れ
る
環
境
作
り

と
町
政
に
、
下
市
田
四
人
の
議

員
総
合
策
を
出
す
べ
き
で
は
な

し
カ
Ａ
　
三
浦

議

員

町
長
の
言
う
人
材
育
成
は
、

子
供
達
も
含
め
て
の
事
だ
と
思

う
。
Ａ

湯

沢

議

員

予
算
に
対
し
て
、
全
て
に
賛

成
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

Ａ

北

沢

議

員

予
算
の
全
て
に
Ｏ
Ｋ
は

し
て
い
な
い
。
議
員
が
ま

と
ま
る
提
案
に
は
賛
成
で

す
。
下
市
田
河
原
の
田
ん

ぼ
の
減
少
問
題
を
、
ど
う

防
ぐ
か
だ
と
思
う
。

Ａ
　
林
　
議

員

四
項
目
の
試
作
提
案
を

し
て
い
る
。
議
会
だ
よ
り

を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
　
角
田
原
の
問
題
に
つ

い
て
。

Ａ
　
三
浦

議

員

柿
工
房
が
あ
る
の
で
、

道
の
駅
の
様
な
市
田
柿
を
生
か

し
た
産
業
に
な
れ
ば
い
い
と
思

う
。
Ａ

湯

沢

議

員

座
光
寺
イ
ン
タ
ー

●
リ
ニ
ア

な
ど
が
あ
る
の
で
、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
で
進
め
て
い
っ
て
も
ら
い

た
い
。

Ａ

北

沢

議

員

議
員
の
意
見
で
進
ま
な
い
の

で
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
進
め
て

い
け
れ
ば
い
い
と
思
う
。

Ａ
　
林
　
議

員

女
性
が
少
な
い
と
聞
い
て
ま

す
の
で
、
女
性
も
入

っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

Ｑ
　
役
場
職
員
の
在
籍
期
間
を
、

も
う
少
し
長
く
し
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。

地え町議会銃員との修敲4

Ａ
　
三
浦

議

員

人
事
の
事
に
は
口
を
出
せ
な

い
が
、
伝
え
て
い
き
た
い
。

Ａ

北

沢

議

員

町
の
方

へ
、

つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

Ｑ
　
消
費
税
に
つ
い
て
。

Ａ

三
浦

議

員

賛
成
は
し
な
い
が
採
択
は
決

ま

っ
て
い
る
と
い
う
事
、
反
対

の
方
が
多
か

っ
た
。

Ａ

湯

沢

議

員

私
は
賛
成
し
た
。

Ａ

北

沢

議

員

反
対
で
す
。
低
所
得
者
に
負

担
大
で
あ
る
。

Ａ
　
林
　
議

員

上
げ
な
い
事
に
賛
成
。
免
税

事
業
者
が
排
除
さ
れ
る
。

0

ヽ

L
r

口
■
Ｊ■

:

_`,

議
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〈ルール〉

あいているマスに 1か ら9ま で

の数字のどれかを入れます。タテ

列・ ヨコ列 (各 9列 )、 太線で囲

まれた 3× 3の ブロック (9マ ス

のブロックが九つ)の どれにも 1

から9ま での数字が一つずつ入り

ます。       難易度☆

【収入の部】

※恭※※≫
※※※※≫
派派滋来ヽ

″

_奮
書委
日 ―ヨ曰ら ―F,■
長 全

紹→

介

土
地
利
用
委
員
長

佐

藤

光

吉

下
市
田
区
内
で
は
最
近
、

時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め

大
規
模
な
開
発
計
画
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
下
市
田

区
土
地
利
用
委
員
会
は
十
四

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
五

〇
０
２ｍ
を
超
え
る
農
地
の
農

振
除
外
と
転
用
案
件
で
該
当

自
治
会
が
審
議
し
た
も
の
の

中
か
ら
区
の
審
議
を
要
す
る

案
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

そ
の
結
果
を
区
長
か
ら
町

ヘ

上
申
し
て
い
ま
す
。

す

う

ど

く

水利委員長

松 島 俊 次

環境衛生委員長

矢 澤 民 樹

土木委員長

高 山 光 義

防災委員長

林  清 志

土地利用委員長

佐 藤 光 吉

林務委員長

村 上 英 範

平成30年度 下市田区一般会計決算報告書
(自 平成30年 4月 1日 ～至平成31年 3月 31日 )

決算収入額 41,612,423円  決算支出額 36,188,311円  差引残高 5,424,112円
【支出の部】 △印減 (単位 円)

【収入の部】

平成30年度 公民館下市田支館決算報告書
(自 平成30年 4月 1日 ～至平成31年 3月 31日 )

決算収入額 4,059,946円 決算支出額 3,575,029円 差引残高 484,917円
【支出の部】
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科   目 予 算 額  決 算 額  増  減
前 期 繰 越 金

元 負担 金

防義 務 金

■
―
二
〓
ロ△ロ

入収

6,247,121 6,247,121

15,200,000

11,587,000

15,426,660

9,573,383

1,153,597

226,654

1,510,000

1,196,604

6,278,404

42,372,121 41,612,423 △   759,698

科   目 1予 算 額 1決 算 額 1 増  減
総

環

林

一土
一水
一防
一公

予
一繰

19,637,000

1.007.000

720,000

4,393,000

5,490,000

4,575,000

3,000,000

3,550,121

0

1、 152,145

611,509

208,065

79,174

△  3,240,855

1,227,035

△    767,426

△    300,000

△  3,426,834

0

6,717,035

3,807,574

2,700,000

123,287

0

支 出合 計 42,372,121

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
515,404

3,000,000

520,000

1,000

515,404

3,000,000

541,531

3,011

0

0

,1

2,011

収 入 合 計 4,036,404 23,542

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総 務  費
事  業  費
広 報  費
予 備  費

1,975,671

1,588,558

10,800

0

△   204,329

△   231,442

△     200
△    25,424

支 出合 計 4,036,424

△印減 (単位 円)

日

数

獅

「
一

」
７
一

１
‥上

区

町 支 出 金

費

6,597

7,654

1,001,404

110,000

財 産 収 入 1,147,000

219,000

1,400,000

諸 収 入 金 11,295,000 △    98,396

0

226.660

出  金
△

繰 越  金
繰 入  金
補 助  金
雑 収  入

2,180,000

1,820,000

11,000

25,424

4,059,946 3,575,029 | A 461,395
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新
支
館
長
挨
拶

役
員
改
選
に
よ
り
、
私
ど
も

二
人
が
支
館
三
役
の
大
任
を
仰

せ
つ
か
り
、
大
変
な
重
圧
と
責

任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
未
熟

者
で
不
慣
れ
な
事
と
私
自
身
腰

椎
狭
窄
症
な
の
で
座

っ
て
挨
拶

す
る
事
が
多
い
事
お
許
し
く
だ

さ
い
。
公
民
館
事
業
は
横
の
繋
が
り

で
共
に
連
帯
意
識
を
持
ち
助
け

合
う
第

一
歩
で
す
。
災
害
が
発

生
し
た
時
に
連
絡
し
復
興
支
援

に
少
し
で
も
役
に
た
つ
情
報
網

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

館 長支

召

冒口
　
・
・
土アＦ

事
二
．

主
和
館
島
支
福

公
民
館
下
市
田
支
館

部

長

挨

拶

令
和
の
新
元
号
の
幕
開
け
と

共
に
、
下
市
田
支
館
部
員
も
六

名
を
残
し
て
新
し
く
入
れ
替
わ

り
、
心
機

一
転
い
た
し
ま
し
た
。

未
経
験
の
活
動
に
戸
惑
う
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、
部
員
全
員
で

手
を
携
え
て
『
明
る
く
、
元
気

に
、
楽
し
ん
で
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

協
力
し
合

っ
て
頑
張
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
も
、
ど
う
ぞ
下

市
田
支
館
の
活
動
に
ご
支
援
ご

協
力
ご
参
加
を
、
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
下

市
田
の
地
域
交
流
が
な
お

一
層

広
が

っ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て

お
り
ま
す
ｃ

寛

"●
●‐ ●●●●

こ
の
度
、
下
市
田
支
館
部
長

を
承
り
ま
し
た
、
六
区

の
小
林

芳
美
と
申
し
ま
す
。
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
お

役

に
立

て
ま
す
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

去
る
二
月
十
二
日

・
十
三
日

の
両
日
、
下
市
田
区
分
館
長

・

主
事
会
に
よ
る
研
修
旅
行
会
が

開
催
さ
れ
、
役
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
と
共
に
活
性
化

へ
の

方
策
を
探
る
た
め
、
区

・
支
館

三
役
等
の
総
勢
十
八
名
に
よ
り
、

大
阪
方
面

へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

十
二
日
は
京
都
の
臨
済
宗
の

数
あ
る
総
本
山
の
｝２
り
、
南
禅
寺

及
び
妙
心
寺
を
訪
ね
平
常
心
を

養
い
、
サ
ン
ト
リ
ー
山
崎
に
お
い

て
お
酒
の
効
用
を
学
習
し
、
宿
泊

地
、
大
阪

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

翌
日
は
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
よ

を
眺
望
し
、

黒
門
市
場

を
散
策
す

る
が
、
平

日
に
も
拘

わ
ら
ず
人

の
多
さ
に

驚
愕
、
聞

こ
え
る
言
葉
は
意
味
不
明
の
外

国
語
／

下
市
田
の
活
性
化
ど

こ
ろ
か
、
わ
が
身
の
勉
強
不
足

を
痛
感
す
る
旅
行
と
な
り
ま
し

た
が
、
無
事
高
森
に
帰

っ
て
来

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

北
原
喜
好
記

新 部 長

小 林 芳 美
…

■

,瑕目

令和元年度
公民館下市田支館事業計画

令和元年度 公民館下市田各分館事業計画

月日 (曜 ) 事 業 名 内   容
6月 15日 0 *区報・館報

「萩の郷」
103号発行

。年 3回発行

7月 27日 0 *萩の郷夏祭り 。盆踊り
。子供花火大会
・演奏、演技
(保育園児)

。お楽しみコーナー

10月 12日 CD

～13日 (日 )

*萩の郷
文化祭り
ふれあい広場

。作品展示
・消防ふれあい祭り
。舞台発表
・敬老祭

11月 15日 0 *区報 。館報
「萩の郷」
104号発行

11月 16日 CD

～17日 (日 )

*「高森町まるご
と収穫祭」に
下市田区で参加

おしるこ

無料サービス

(3,000食予定)

令和 2年
2月 4日ω

2月 9日 (日 ) *地元町議との
懇談会

。テーマに対する意
見を聞く
。町議の活動報告
・区民からの

質疑応答
・懇親会

3月下旬
(未定)

*萩山神社
春祭リタ祭
〃 本祭

・囃子屋台の短冊依
頼、飾りつけ
。囃子屋台引きの子
供に法被貸与、お
やつ配布
。写真、ビデオ撮影
。その他 お手伝い

区 月日 (曜 ) 事  業  名 内 容

区

5月 25日 0

6月 9日 (日 )

7月 20日 0

9月 15日 (日 )
10月 20日 (日 )

*一区親子ふれあい教室
(一区積善会館)

*一区スポーツ大会
*一区ふれあい広場夏祭り
(一区積善会館 広場)

*一区マレットゴルフ大会・懇親会
*一区ペタンク大会
(高森ドーム)

・保育園児・小学生を対象に親子ふれあいを
通して親睦を深め、昼食を楽しむ。
・スロービッチソフト ・ クップ
。夜店、ゲーム、踊り、子供神輿と花火大会

。マレットゴルフを通じて地域の親睦を図る。
・常会にて親睦を深める。
(町大会予選会を兼ねる)

２

区

6月 2日 (日 )
7月 13日 0

*下三ペタンク大会 (高森ドーム)
*下二納涼祭 (下二会館 広場)
*二区ふれあい運動会

。常会対抗 .

・区民全員
次年度

ペタンク ・ クップ
で楽しい夜を過ごす。

３
　

区

6月 16日 (日 )

10月 6日 (日 )
令和 2年
1月 26日 (日 )

*多世代交流会&ち ょっと防災
(区民会館 。区民広場)

*三区お好み演芸会 (仮称)
(区民会館)

*常会対抗ペタンク大会(高森ドーム)

・スポーツ 防災交流会
・昼食交流会 ・防災講習会
・演芸発表、演芸鑑賞、カラオケ大会、抽選会
親睦懇親会など
。常会対抗戦

４
　
　
一区

6月 2日 (日 )

9月 29日 (日 )
令和 2年
1月 1日 Q

*夏期スポーツ大会及び焼肉交流会
(南小学校グランド・体育館)

*ふれあい広場 ミニ運動会

*元旦マラソン大会 (第 30回 )
(分館 。漸進会)

・スロービッチソフト ・ クップ
焼肉交流会

・ 元旦マラソン

区

6月 16日 (日 )

9月 1日 (日 )

12月

令和
1月

日明)
2年
日0
日(日 )
26日 (日 )

*第 1回お―いお茶だに./
(下五会館)

*五区スポーツ大会 (高森 ドーム)

*松取り、おやす作り(下五会館)

*ほんやり作り(下五会館)
*ほんやり (片付け)
*第 2回お―いお茶だに。/
(下五会館)

。子供から高齢者、双葉会、おいなんよの会、
民生委員
。ペタンク、グランドゴルフ、親睦会
(下五会館)
。育成会、PTA、 子供

。育成会、PTA、 子供
・育成会、PTA、 子供
。子供から高齢者、双葉会、おいなんよの会、
民生委員

区

5月 19日 (日 )
7月 21日 (日 )
8月 4日 (日 )
12月 22日 (日 )

令和 2年
1月 6日帽)

*マ レットゴルフ大会
*盆踊り講習会
*納涼祭、盆踊り大会 青年部合同
*正月飾り作り

*どんど焼き

・親水公園にて各組、常会対抗の大会
。主に市田音頭 その他数種練習
。お祭り広場で夕涼みと盆踊り
。子供はオヤス、大人は門松、注連縄作りを
習う。

。明神橋上流河川敷
伝統行事のどんど焼き

公
民
館
下
市
田
支
館
長

松

沢

正

昭

「

~

日
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ご

挨

拶

委
員
長

宮
島
達
朗

こ
の
度
、
区
の
役
員
改
選

に
よ
り
私
共
三
名
が
監
査
委

員
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

下
市
田
区

・
公
民
館
下
市

田
支
館

・
萩
山
神
社

・
萩
山

郷
土
芸
能
保
存
会
の
会
計
監

査
は
じ
め
、
区
有
林

・
神
社

林
の
財
産

・
備
品
等
の
管
理

状
況
と
そ
の
執
行
状
況
に
つ

い
て
、
監
査
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

酒 井 博 之  佐々木 啓 登  宮 島 達 朗

七
月
の
萩
の
郷
祭
り
、
十
月

の
文
化
祭
り

ｏ
萩
の
郷
ふ
れ

あ
い
広
場
、
十

一
月
の
高
森

町
ま
る
ご
と
収
穫
祭
に
下
市

田
お
し
る
こ
店
サ
ー
ビ
ス
、

二
月
地
元
町
議
会
議
員
と
の

懇
談
会
、
二
月
萩
山
神
社
春

祭
り
夕
祭

・
本
祭
の
屋
台
曳

き
協
力
等
、
そ
し
て
各
分
館

で
計
画
さ
れ
た
行
事
を
行
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
を
各
分

館
長

・
主
事
の
皆
さ
ん
と
共

に
計
画

・
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

分館長会長 土 岐 哲 生

下
市
田
区
の

各
自
治
会
か
ら

選
出
さ
れ
た
分

館
長

・
主
事
十

二
名
は
こ
れ
か

ら
二
年
間
、
下

市
田
支
館
の
役

員
と
し
て
支
館

三
役

・
支
館
部

員
の
皆
様
と
共

に
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

支
館
の
主
な

行
事
と
し
て
は

6区分館長

下 平 卓 也

6区分館主事
福 島 文 雄

5区分館長
北 原 喜 好

5区分館主事

唐 沢 弘 之

4区分館長
土 岐 哲 生

4区分館主事
串 原 輝 樹

3区分館長

赤羽目 善 彦

3区分館主事

宮 下 征 司

2区分館長
塩 沢 章 好

2区分館主事

松 島 健 治

1区分館長

松 村 啓 八

1区分館主事

松 原  章

■_
″

ロ

ー
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令和元年度 高森町公民館下市田支館
歳入歳 出予算 書

(自 平成31年 4月 1日 ～至令和2年 3月 31日 )

【収入の部】      【支出の部】 (単位円)

令和元年度 下市田区一般会計
歳 入歳 出予算書

(自 平成31年4月 1日 ～至令和2年 3月 31日 )

【収入の部】        【支出の部】
科   目 本年度予算額

前 期 繰 越 金 5,424,112

区 費 15,070,000

町 支 出 金 6,005,000

財 産 収 入 1,072,000

地 元 負 担 金 313,000

消 防 義 務 金 1,350,000

諸 収 入 金 1,060,000

繰  入  金 1,260,961

合   計 31,555,073

(単位 円)

科  目 本年度予算額

繰 越 金 484,917

繰 入 金 3,000,000

補 助 金 520,000

雑 収 入 1,000

合  計 4,005,917

科  目 本年度予算額

総 務 費 1,930,000

事 業 費 1,860,000

広 報 費 11,000

予 備 費 204,917

合  計 4,005,917

科   目 本年度予算額

総  務  費 13,644,000

環 境 衛 生 費 1,007,000

林  務  費 720,000

土  木  費 1,677,000

水  利  費 4,860,000

防  災  費 3,351,000

公 民 館 費 3,000,000

予  備  費 3,296,073

繰  出  金

合   計 31,555,073
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い
ま
私
の

頑
張

っ
て
い
る
こ
と

小
六

三
島

　
遥

（
一区
）

私
は
小
学
校
三
年
生
の
こ
　
て
初
め
て
の
ピ

ろ
、
仲
良
し
の
お
友
達
に
さ
　
ア
ノ
発
表
会
に

そ
わ
れ
て
ピ
ア
ノ
教
室
に
通

出
る
こ
と
に
な

う
よ
う
に
な
り
、
今
も
週
二
　
り
曲
選
び
の
時

回
習

っ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ

が
来
ま
し
た
。

教
室
に
通
い
始
め
た
頃
の
目

標
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
曲
を
演

奏
す
る
こ
と
で
し
た
。

一
年
間
レ
ッ
ス
ン
を
受
け

わたしの作文

ぼくの作文
も
ち
ろ
ん
私
は
ピ
ア
ノ
を
始

め
た
頃
か
ら
の
目
標
だ

っ
た

「
喜
び

の
歌
」
と

い
う
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
選
び
ま
し
た
。
初

め
て
の
ピ
ア
ノ
発
表
会
だ

っ

た
の
で
す
ご
く
緊
張
し
ま
し

た
。
で
も
、
た
く
さ
ん
練
習

し
た
お
か
げ
で

一
度
も
失
敗

す
る
こ
と
な
く
演
奏
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
日

か
ら
ピ
ア
ノ
が
も

っ
と
好
き

に
な
り
、
も

っ
と
上
手
に
演

奏

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
六

年
生
に
な

っ
た
今
で
も
ピ
ア

ノ
教
室
に
は
通

っ
て
い
ま
す
。

今
の
ピ
ア
ノ
の
目
標
は
、

強
弱
を
付
け
気
持
ち
を
込
め

て
演
奏
す
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
聞
い
て
い
る
人
に
感
動

を
伝
え
た
い
で
す
。
ま
だ
た

く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
は
多
い
け

れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ

て
練
習
を
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
将
来
は
ピ
ア
ノ
の
上

手
な
保
育
園
の
先
生
に
な
り

た
い
で
す
。

す
。
ま
た
、
顔
な
ど
も
覚
え

た
い
で
す
。

一
年
生
が
仲
間
入
り
し
て

来
た
の
で
、
人
数
が
ふ
え
ま

し
た
。
話
し
て
い
る
時
、
も

し
ざ
わ

つ
い
て
し
ま

っ
た
ら

六
年
生
が
や
さ
し
く
注
意
し

て
行
き
た
い
で
す
。
地
区
の

花
火
な
ど
も
あ
る
の
で
、
火

だ
け
は
、
注
意
し
て
、
た
の

し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

夏

・
冬
な
ど
た
く
さ
ん
の
お

た
の
し
み
会
が
あ
る
の
で
た

っ

く
さ
ん
た
の
し
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
。
早
く
私
た
ち
の

名
前

・
顔
も
、
覚
え
て
も
ら

い
、　
一
年
生
と
、
も

っ
と
仲

良
く
な
り
た
い
で
す
。

も
う
仲
間
入
り

一
年
生

　

動
』
い
ど
建
じ

小
六
　
原
　
　
夏

望

（三
区
）

ば
ヽ
地
区
の
行

私
た
ち
下
市
田
三
区
の
六

事
に
き
て
く
れ
る
か
な
ど
、

年
は
、　
一
年
生
が
仲
間
入
り

三
役
で
話
し
合

っ
て
た
の
し

し
て
く
る
こ
と
を
と
て
も
た
　
い
あ
そ
び
を
考
え
て
く
れ
ま

の
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
　
し
た
。
私
は
、
そ
の
内
容
を

と
く
に
、
地
区
の
三
役
さ
ん

見
て
、　
一
年
生
が
と
て
も
た

た
ち
が

一
年
生
が
ど
ん
な
こ
　
の
し
い
と
思

っ
て
く
れ
る
内

と
を
す
れ
ば
た
の
し
ん
で
く

容
し
か
な
く
て
と
て
も
び

っ

」
く
り
し
ま
し
た
。

ま
だ
六
年
生
は
、

一
年
生
の
名
前
な

ど
ま

っ
た
く
分
ら

な
い
部
分
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
の

で
、
が
ん
ば

っ
て

」
Ｅ
Ｅ
一
早
く
覚
え
た
い
で

ヽ_

し―Iく
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編
集
委
員
の
紹
介

令
和
元
年
度
編
集
委
員
会

は
左
記
の
通
り
構
成
し

「
萩

の
郷
」
の
発
行
を
担
当
し
ま

す
。
編
集
委
員
は
全
員
が
支

館
部
員
で
あ
り
、
支
館
事
業

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

古

瀬

栄

一

久
保
田

正

博

副
支
館
長

支
館
主
事

編
集
委
員

支 会 副 区

館  区
長 計 長 長

壬 三 小 久 大 林 北 北 江 和 中 宮 大 宮 松 池 滝 片 小 棚 福 上 松 北
′にコ                                                  ー」卜‐

生 浦 林 富 島  原 原 副 田 村 下 蔵 下 島 野  桐 會 澤 島 沼 沢 沢

黍
映 芳   正

ふ
千 賢 玲

香  武iゑ 章  美 新 匠 轟 和  
正 文

子 子 美 綾 奏 幸 ね 明 一 子 代 豊 司 子 子 学 恵 一 太 子 子 寛 昭 治

会
計
監
査
を
実
施

四
月
十
九
日
、
区
民
会
館
に

お
い
て
、
平
成
二
十
年
度
下
市

田
区

・
下
市
田
支
館

・
萩
山
神

社
の
会
計
監
査
が
行
わ
れ
、
宮

島
監
査
委
員
長
等
三
名
に
よ
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

編

集

後

記

編
集
委
員
改
選
後
初
め
て
の

区
報
発
行
で
す
の
で
皆
さ
ん
大

変
で
し
た
。
楽
し
め
る
紙
面
を

と
、
頭
の
体
操
も
入
れ
ま
し
た
。

新
役
員
紹
介
記
事
と
事
業
報
告

・
決
算
・
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

次
号
か
ら
少
し
で
も
楽
し
ん

で
頂
く
紙
面
を
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
情
報

・
生
活

・

身
近
な
お
便
り
を
お
待
ち
し
、

ご
活
躍
を
祈
願
致
し
ま
す
。

口甲暉
日
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